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絵本の読み聞かせボランティア活動の継続要因に関する研究  

－20 年以上の経験を有するボランティアへの 

インタビューを通して－ 
 

谷原舞, 田中卓也*１, 中島眞吾*2, 小久保圭一郎*3, 岡野聡子*4 

 
要 旨 

    本研究は「読み聞かせボランティア活動を継続する要因は何か」，「読み聞かせボランティア活動の

世代継承性における課題は何か」を明らかにするために，20 年以上読み聞かせボランティア活動を行

っているＡ氏に対して，オンラインによる半構造化インタビューを実施した。読み聞かせボランティ

ア活動力の継続要因として，①心の拠り所となった絵本，②楽しみにしてくれる子どもたちと絵本を

味わう時間，③地域での社会貢献による自己肯定感，④フレキシブルな職場環境や応援してくれる家

族の存在，⑤一緒に楽しめるボランティアグループの雰囲気があることがわかった。世代継承性にお

ける課題としては，①活動仲間との交流の減少，②絵本を届ける立場であるボランティアとしての成

長，③グループ内での経験値・知見統合の困難さ，④グループの継続や後継者育成における問題があ

ることが明らかとなった。 

 

Keyword：  絵本，読み聞かせボランティア活動，継続要因，世代継承性 

 

1．問題関心 

1-1 読み聞かせボランティアの広がり 

現在，地域の図書館，児童館，学校などさまざまな場所で，

地域の子どもや保護者に対してボランティアによる絵本の読

み聞かせや素話等を行うお話会が行われている。『全国読書グ

ループ総覧（2018 年度）』1）によると，乳幼児を対象とした読

書推進の実演ボランティアのグループ（読み聞かせ，紙芝居，

人形劇など）は，2013年度が7090件，2018年度では8028件と

5 年間で増加が見られ，読書推進におけるボランティアの存

在の重要性がうかがえる。広瀬2）によれば，「子どもたちに本

の楽しさを伝えたいと願って，読み聞かせやおはなし会，ブ

ックトークをしたり，学校や地域の図書館の整備をするなど，

子どもと本を結ぶさまざまな環境づくりをしている人の総称」

を「読書ボランティア」と呼ぶと述べている。本研究ではこ

の中の「読み聞かせ」活動を取り上げる（以下，「読み聞かせ

ボランティア活動」と記す）。 

  

1-2 読み聞かせ活動における課題 

 佐久間ら 3）4）は，高齢者による子どもたちへの読み聞かせ

活動について調査した結果，高齢者にとって日常生活の活動

性に寄与する可能性や認知機能維持に効果的であることを示

している。脇谷 5）はボランティアをすること=生涯学習とし，

ボランティア活動には学びが必要であり，学びによって自身

が成長できると述べている。 

 このように，読み聞かせボランティア活動を行うことは読

み手自身においても良い影響を与えることがわかる。 

 広瀬 6）はこれまでの読み聞かせ活動を振り返り，子どもと

本を結ぶ上での課題をあげているが，まとめると次の点であ

る。 

 

 ・本を選ぶことへの悩み 

 ・書店の減少や映像文化の拡大 

 ・若い世代への継承，若い世代との繋がり 

 ・参加する子どもの低年齢化 

 

 これらの課題のうち，本研究では主に若い世代への継承,つ

まり世代継承性（Erikson 7））にも着目する。 

 

1-3 ボランティアグループの継続要因と課題 

 絵本の読み聞かせボランティア活動の継続要因に関する研

究は見られなかったが，地域の子どもと保護者に関わるボラ

ンティア活動に着目した研究をとりあげる。田中ら 8）は，子

育て支援ボランティアグループの継続要因を明らかにするた

め，ボランティアメンバー12 人（平均活動期間 14 年（5～17

年））に対して継続理由等に関する質問紙調査を行い，そのう

ち主要メンバー2 人に対して，グループの活動，推移，実績

について聞き取り調査を行っている。その結果，ボランティ

ア活動の継続理由として，「メンバー間の関係性（例：地域の

中で多くの仲間ができる）」，「地域活動の意義（例：数あるボ

ランティアの中で自分の力でもできそうだから）」，「自分自身
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の楽しみ（例：子どもの成長が楽しみ）」「元気になる（例：

自分の生活に活気が出てくる）」があげられていた。また，地

域でコミュニケーションを行うようになり，世代間交流によ

って若い母親を理解する機会にもつながったと述べられてい

る。 

ボランティアグループの継続要因についての考察では，「グ

ループメンバーが保育士や幼稚園教諭，民生児童委員等，子

どもに関する職業経験や社会的役割があること，子どもが好

きで，子育て支援ボランティアを通じて母親世代と接点を持

ち，地域で頼りにされる存在としてやりがいを感じているこ

と，ボランティア活動が地域の仲間と交流できる機会であり，

さらには自分の可能な条件で無理なく参加できること」が示

されていた。 

一方，ボランティア活動の世代継承性に関わる課題として

「①スタッフの高齢化に伴う課題（活動の縮小，IT 機器の活

用及び交付金申請事務処理の困難さ），②運営上の課題（少子

化により地域内の参加者が集まらない，運営資金確保困難な

ど），③新メンバーの確保困難，随時参加メンバーが早期就労

するため活動性が低下する」があげられているが，調査時か

ら過去 5 年間の活動は概ねそれまでの活動と同等の規模で継

続されている。 

 田中らが対象としたボランティアグループは，所属のない

就学前の子を持つ親の集う場と食育の一環として地産地消の

食材を活用した昼食を提供することを活動目的としており，

本研究が着目する読み聞かせボランティア活動とは活動の目

的や内容が異なる。 

そこで本研究は，読み聞かせボランティア活動の継続要因

を探り，世代継承性に関する具体的な課題を示すことを目的

とする。 

なお，田中らの研究ではボランティアグループの継続要因

を探るため，経験年数の 5 年～17 年のメンバーそれぞれの

「継続理由」や基本属性を質問紙によって尋ねる形をとった

が，本研究では，調査対象者がなぜ長年ボランティアを続け

てこられたのか，対話を通して継続要因を探るために，半構

造化インタビューを用いることとする。  

 

1-4 本研究における問い 

 以上の研究を踏まえて本研究では，読み聞かせボランティ

ア活動を長年続けている人物（以下，Ａ氏）の語りを基に以

下の2点を明らかにする。 

① Ａ氏が長年読み聞かせボランティア活動を継続してき

た要因は何か 

② 読み聞かせボランティア活動の世代継承性における課

題は何か 

 

2．調査方法 

 Ａ氏（66歳）を調査対象者とした。Ａ氏は，1999年から 20

年以上，Ｔ市で読み聞かせボランティア活動を行っている。

2000 年の子ども読書年を皮切りに読み聞かせボランティア活

動が広がり始めた頃，Ａ氏も活動をスタートした。それから

20 年経った今，次の世代の活動にとっての参考になればとい

うことでお引き受けいただいた。 

 調査方法は，オンラインによる半構造化インタビューであ

る。調査は事前に作成したインタビューガイドをもとに，

2021年3月30日（火）に2時間30分間行った。主なインタビ

ュー項目を以下に示す。 

① 絵本に興味を持ったきっかけ 

② 読み聞かせのボランティア活動による，自身の生活

（または自分自身）への影響や変化 

③ 絵本の読み聞かせボランティア活動を 20 年続けてきた

中での苦悩，喜び 

④ 長年，読み聞かせボランティア活動を続けられた一番

の要因 

⑤ Ａ氏にとっての読み聞かせの意義・位置づけ 

  

 なお，本研究は大阪信愛学院短期大学研究倫理審査委員会

（R3-05）の承認を得た上で実施した。 

 

3．結果 

 Ａ氏が読み聞かせボランティア活動に関わるようになった

経緯と活動の様子について，加納 9）にならい，インタビュー

をもとにストーリー化して記述する。インタビューデータの

引用については，Ａ氏の語りの冒頭に「Ａ：」，インタビュア

ーの語りの冒頭に「＊：」を示す。なお，語りの下線部分は

考察に関わる点として筆者が引いたものである。 

 

3-1 Ａ氏の生い立ちと絵本との出会い 

幼児期 

 Ａ氏は，昭和 30年に中山間地域の農家に生まれた。両親は

共に働いており，幼少期は野良でばかり遊んでいたが，体が

弱く熱を出して寝込むことも多かった。 

近所では身近に子どもや親が絵本を読んでいる風景という

ものはなく，もちろんＡ氏の周りにも絵本はほとんどなかっ

た。それでも，Ａ氏が熱を出した時は時々母が『イソップ物

語』を読んだり，12 歳上の兄が布団の中でお話をしてくれた

りした。 

Ａ氏としては子どもの時の絵本との関わりはそれくらいで，

将来読み聞かせボランティアを始めるきっかけとなるような

事柄はあまりないと感じている。 

  

Ａ：自分自身は，そんなに子どもの頃に絵本を読んだ記憶

がほとんどなかったんですが，それをきっかけに思い出

してみると，本屋に親戚がいて，お祭りの時に絵本をと

きどき持ってきてくれていて，それが『イソップ』と

『幸せの王子』は，カラーで思い出すくらい，たぶんそ

ればっかり見てたんだと思う，他になかったから。そう

いやその二冊は自分にすごく心に残っているなと思いま

す。 
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学童期 

 中学・高校の時には，同居していた二人の甥っ子の上の子

に，子守りのため何度か絵本の読み聞かせをしていた。 

しかしその時は絵本に対する知識が全くなかったため，家

に数冊置いてあった絵本を適当に読んだくらいで，頻繁に読

んでいたわけではなかった。 

 

青年期 

 短期大学に入学して 1 年生の時，絵本とＡ氏をつなぐ大き

な出来事が起こる。授業の中で絵本を紹介し合うため，一人

一冊持ってくるという課題が出されたのである。 

Ａ氏はいろいろなところで推薦されていた，かこさとしの

『だるまちゃんとてんぐちゃん』を持参した。すると，先生

に良い本を選んだととてもほめてもらい，そのことは今でも

思い出すエピソードとなった。 

それから，2，3 歳の甥っ子にもその本をよく読んであげる

ようになった。ある時，その甥っ子が高熱の病気になり，二

日ほど意識不明になってしまう。ようやく意識が戻った時の

第一声は，あの『だるまちゃんとてんぐちゃん』に出てくる

“てんぐちゃん”との会話であった。周囲の大人たちがわか

らない時の中で，甥っ子はその“だるまちゃんとてんぐちゃ

ん”と遊んでいたのである。その時Ａ氏は，その絵本が甥っ

子の心にぴたっと入っていったのを目の当たりにし，病気の

時に支えてくれたその絵本と甥っ子が出会っていたことを本

当によかったと思った。 

それと同時に，絵本の力はすごい，とてもやさしく素敵な

世界だなと思ったのが，絵本を重視するようになったきっか

けである。Ａ氏はそこから絵本を選ぶ大事さを知り，絵本に

こだわるようになっていった。 

 

3-2 Ａ氏の読み聞かせボランティア活動の実際 

成人期～壮年期 

 20 歳の頃，Ａ氏は保育士になる。子どもたちには絵本が大

事だと感じていたので，できるだけいい本を読んでいこうと，

保育園ではなるべく読み聞かせの時間を確保して一生懸命子

どもに絵本を届けていた。 

四年間保育士を務めた後，短期大学教員として着任し，29

歳で結婚，30歳で出産し，その後 3人の娘を育てた。夫は自

営業で，祖父母とも同居している。 

37 歳の頃，Ａ氏が住んでいるＴ市の図書館がストーリーテ

リングの講座をしているのを，広報誌で発見した。親しい友

人から，仕事に役立つかもしれないし楽しそうだからやって

みないかと誘われ参加した。そこで，Ａ氏と誘ってくれた友

人，子育て中の母親や図書館司書たちと講座が始まった。そ

れから 1 年経った時，講座の先生から「地域に出て，ボラン

ティア活動をしたらいいよ」と言われ，Ａ氏たちはグループ

名を考えボランティア活動を開始した。1999 年のことである。 

Ａ氏のボランティアグループが発足した当初のメンバーに

は，子育てをしている若い母親が多かった。ボランティア活

動場所は主に近くの幼稚園であり，ストーリーテリングを中

心に絵本の読み聞かせも含めたおはなし会を実施していた。 

講座の先生は，引き続きＡ氏たちのボランティアグループ

の指導者として，メンバーの読み聞かせを褒めたり指導した

りしてくれた。 

また，Ａ氏の住むＴ市には他にもいくつか読み聞かせボラ

ンティアグループがあり，県民局を通じてネットワークがで

きていった。Ａ氏はネットワークができた最初の 10年，責任

者を務めた注 1）。地域を越え，隣の市とも共同して「一緒に読

書を，この地域で広げていきましょうよ」というのがスター

トだった。県民局の生涯学習課が事務局になり，力を入れて

ネットワークを掘り起こし，そこからつながっていった。 

 Ａ氏が絵本に関心を持ったことで，Ａ氏の家でも絵本が置

かれるようになっていった。しかし，家で子どもたちに絵本

の読み聞かせを多く行っていたのは自営業の夫や祖父である。

Ａ氏は仕事上子育てに関わる時間が少なかったが，夫や祖父

が中心となって子どもに絵本を読む習慣は，家族をつなぎ，

子どもたちにとって楽しい体験になっていた。 

 Ａ氏は読み聞かせによる子育てについて，「何かを育てよう

とかいうような目的じゃなくって，親として楽しいこととか，

大事なことを絵本を通して伝えてきた」と述べている。Ａ氏

や夫，祖父母は，絵本から学べることをあえて伝えようとし

ていたのではない。「絵本を楽しむ」ということを絵本で子育

てをする上での基本的な理念として，読み聞かせをしていた

のである。 

今ではお祝いの時に子どもたちが母親や友人に絵本をプレ

ゼントすることも多く，自然と娘たちには絵本の魅力が伝わ

っていたのではないかと思っている。詳細は後に述べるが，

三女が中学時代，辛い時期を体験した際に，絵本が親子を支

えたこともあった。 

 

老年期 

現在Ａ氏は短期大学で保育者養成に携わり，絵本の魅力や

子どもと絵本を楽しむ世界について，学生に講義を行ってい

る。 

読み聞かせボランティア活動歴は 20年を超えた。グループ

は 14～15人で，全員女性である。今でも毎月第二土曜日に，

打ち合わせとおはなし会を行っている注2）。20 年経った今，ボ

ランティア仲間は高齢化し，グループでは資金集めをしなが

ら後継者を育てる活動に力を入れようとしている。 

 

4.考察 

 前項のＡ氏の読み聞かせボランティア活動に関わる経緯や

活動の様子を踏まえて，Ａ氏の語りから本研究の二つの問い

について考察を行う。 

 

4-1 Ａ氏が読み聞かせボランティア活動を継続する要因につ

いて 

 Ａ氏の語りから読み聞かせボランティア活動を継続する要
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因について探ったところ，次の5つにまとめられた。 

 

4-1-1 Ａ氏の継続要因①：心の拠り所となった絵本 

Ａ氏は次のように，絵本は心の拠り所となっていると語っ

ている。 

 

 ＊：独身の頃の絵本の捉え方と，子どもが生まれてからは

変化はありますか？ 

 Ａ：子どもが生まれてから，結婚してから，あのやっぱり

心の拠り所に絵本がなったと思う。とっても何かこう，

結婚するということ，そういう頃に絵本が近くにあった

から，救われたなって思うことはあったと思う。子ども

にも。私は子どもにも絵本を読んだって言う割にはあん

まり読んでなくて，絵本は用意したけれども，家族が大

勢いたから，私があまり子育てに出る幕はあまりなかっ

たんですね。だけど，家族は子どもたちに読んであげて

て，その様子を見てても，絵本っていうのはあの家族を

つなぐなぁとか，子どもたちがとても楽しい体験になる

んだなぁとか思いましたね。（中略）『花さき山』とか，

『100万回生きた猫』とか，『スーホの白い馬』とか，『さ

っちゃんのまほう（のて）』とか，なんかそこら辺の本と

出会ったことは，何かこう，あの私はとてもありがたか

って，その絵本が言ってることが真実って言うか，人と

して大事なこと，生きる生き方として大事なこと，そう

いうことを，あの絵本から私は学んだなと思うんですね。

でやっぱりあの，辛いなあとか，思う時に，やっぱり真

実っていうのが，ちゃんと絵本が教えてくれた，それが

あったから乗り越えられたなーって思う。 

 

Ａ氏は特に結婚，出産してから，絵本が心の拠り所になり，

人として大事なことや生き方として大事なことを絵本から学

んだと語っている。 

次の語りは，三女の中学時代にあった辛い時期を絵本によ

って乗り越えていった時の話である。 

 

Ａ：三女が中学の頃にですね，学校で辛い時期があったん

ですね。それで，見てるだけでも辛くて，親としても，

もう学校行かんでもいいわーっていう時がちょっとあっ

たんです。 

それでも学校へ行く子ども見てて，今日1日無事帰っ

てくるかしらとか，まさか自殺とかせんよなぁとか言っ

ていた時，そんな子育てしとらんじゃろうって夫が言っ

て，そんなに弱いことはないわって言って，私らは本当

にこう，絵本を一緒に随分読んできて，楽しんで，その

生きることとか，その個々の存在の大事さみたいなこと

を，絵本に心をのせて伝えてきたなーって，二人で話し

たことがあったんですね。 

で，絵本で子育てしていたことは，その何かを育てよ

うとかいうような目的じゃなくって，親として楽しいこ

ととか，大事なことを絵本を通して伝えてきたっていう

ことが，なんかこう共通の思いが出て，いいことしてき

たなーって思ったことがあったんよね。 

で，まあ，そんなやわな子じゃないじゃろうって，

腑に落ちた。たくさんいい絵本を一緒に楽しんで，何

が生きることに大事かとか，人として何が大事かって

いうのは，絵本を通して伝えてきたなっていうのは，

あってよかったなぁと思います。 

 

 Ａ氏は三女が中学時代に思い悩んでいた時，親として大変

心配していた。しかし，これまで絵本を通して大事なことを

子どもたちに伝えてきたということを夫の言葉から振り返り，

子どもを信じる気持ちへと変えることができた。三女のこと

を「そんなに弱いことはないわ」と考える背景には，「生きる

こと」や「個々の存在の大事さ」を絵本に心をのせて伝えて

きたという自負があるからである。 

 このように，Ａ氏やＡ氏の夫は絵本を通じて自らの子ども

たちにも大事なことを伝え，絵本との出会いが，子育て等で

のつらい経験を乗り越える糧となった。絵本がＡ氏自身や家

族の人生に影響を与え，心の拠り所となっている。 

このことは，長年Ａ氏が絵本を信頼し，読み聞かせボラン

ティアとして継続していく要因となっていると考える。 

 

4-1-2 Ａ氏の継続要因②：楽しみにしてくれる子どもたちと

絵本を味わう時間 

ボランティア活動を長年継続することができたことに対す

る一番の要因について，Ａ氏は次のように語っている。 

 

Ａ：喜びっていうのかなぜ続けてこられたかっていうのは，

本当に楽しかったね。子どもの読み聞かせをしていると

か，お話を聞いてる時の顔っていうのは，本当になんか

こう，私が一人見るのはもったいないと思うぐらい，輝

いて綺麗なんですよね。綺麗な目して，一生懸命聞き入

ってるって言うのはもう素晴らしくって，それはとても

良かったなと。（中略）本当に自分一人で絵本を読むのと

違って，子どもが喜んでくれるって，それで一緒にその

世界を味わうっていうのは，すごく贅沢な時間と言うか，

楽しい時間です。で子どもたちが楽しみにしてくれてる

って言うのが，何よりも嬉しい。続けられる。 

 

 Ａ氏が読み聞かせボランティア活動を 20年も続けられた要

因としては，「子どもたちが楽しみにしてくれるから」という

のが一番の理由のようである。喜んでくれる子どもと一緒に

絵本の世界を味わうことが，とても贅沢な時間であると述べ

られている。 

宮澤 10）は，学校における読み聞かせについて読み手が考え

る意義に着目し，読み手としてのボランティア，教師，中学

生に対して半構造化インタビューを行っている。その結果，

読み手が考える「読み聞かせの意義」として，子どもから即
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時的フィードバックがあることや，子どもとのコミュニケー

ションが活動の原動力となっていることがあげられており，

このことはＡ氏の語りとも一致する。 

 

Ａ：届けるっていうことは，本当にたくさんのものが返っ

てくる，ありがたいことだと思うんです。もう本当に幸

せだなぁと思うんです。子どもたちに出会うと，本当に

力をもらうし，初めての会だったら，もうほんとてんや

わんやの時もありました。聞くことに集団で慣れてない

っていうグループも，子どもたちのグループもあったり

するから，でも二回三回とか，1年 2年先になると，本

当にみんな楽しんでくれるようになったりして，すごい

力を持ってると思うんです。だから出会いは宝物に思っ

ています。 

 

 Ａ氏は，始めは慣れなくとも，回を重ねるにつれて子ども

たちも楽しんでくれるという成功体験を語っており，このよ

うな体験はボランティア活動を継続させる要因の一つである

と考える。Ａ氏はこれまでの経験の中での絵本やボランティ

ア経験を通した「出会い」を，「宝物」と表現している。 

 

4-1-3 Ａ氏の継続要因③：地域での社会貢献による自己肯定

感 

 次に語られる，読み聞かせボランティア活動をすることに

よる貢献感も，継続要因として当てはまると考える。 

 

Ａ：色んな事を，社会貢献できると思うけれども，読み聞

かせとか，お話は，私でもできるというか，私ができる。

私がその音楽だとか絵を書くとか，一緒にダンスを，フ

ォークダンスするとかそういうことはできないけど，絵

本を楽しむことは私にもできるって言うか，良かったな

ぁと思うし，それからそういう風にボランティアが続け

られる。  

 

読み聞かせボランティア活動が，自分にもできる社会貢献

であると実感したことが，Ａ氏のボランティア継続につなが

っている。また，地域で社会貢献することによるＡ氏自身の

変化について，次のように語っている。 

 

 ＊：読み聞かせボランティアを経験して，ご自身に何らか

の変化がありましたでしょうか。 

Ａ：（中略）そういうボランティア活動に出るようになっ

て，子どもたちに喜んでもらえたり，幼稚園やそれから

図書館で読んでても，その地域の人,保護者の方が，子ど

もが帰って，今日は絵本のおばちゃんが来てくれたんよ

って言いますとか言って，大人から反応もらったりする

と，そういうつながりもできて，なんか地域の中で自分

の事が役に立つと言うか，喜んでもらえる存在なんかな

っていうのを感じる機会が何回かありまして，なんかこ

う，居場所が感じられるような気がします。そういうこ

とが，自分自身の自己肯定感とか，楽しい充実感になっ

ていったなあと思います。 

 

読み聞かせボランティア活動による社会貢献によって，Ａ

氏自身が，地域の中での居場所を感じることができ，それが

自己肯定感や充実感へとつながっていることがわかる。 

 

4-1-4 Ａ氏の継続要因④：フレキシブルな職場環境や応援し

てくれる家族の存在 

Ａ氏は，活動を続けられた背景には，フレキシブルな時間

帯での出勤が可能な職場環境や，応援してくれる家族の存在

があると語っている。 

 

Ａ：職場で，朝ちょっと行ってくるとか，早めに出てまた

帰ってくるとか，なんかそんなことがあったし，家庭も

それを応援してくれたかなと思います。 

＊：ありがとうございます。朝，行かれるというのは，授

業の前に，研究日に？ 

Ａ：そうそう，授業の前に。幼稚園に寄って，話をして，

行くとか，途中ちょっと10時ぐらいとかだったら，朝行

って，途中抜けてから行くとか，そういうこと，たびた

び許してもらいながら。 

 

Ａ氏自身は職場環境も家庭環境もボランティアを続けやす

い環境に恵まれていたが，Ａ氏が所属するボランティアグル

ープでは，始まった時から 20年経った今，生活状況が変わり

活動の参加ができなくなったメンバーも出てきている。 

 

Ａ：私が所属しているボランティアグループは一つなんで

す。で 14，5人いるんけれども，残念なことに，男性が

一回だけ入ってくれたんですけど，すぐ消えちゃって，

いなくなっちゃった。でも，女性ばっかしなんですね。

始まった頃は，さっき子育てをしている若いお母さんた

ちが結構多かったって，あと図書館司書とか，言ってた

んですけど，その人たちもだんだんだんだん子どもが小

学校に入った時くらいから，仕事をし始めて，フルタイ

ムで働く人が増えたんです。だから，そういう面でも，

職場を休んででも，ボランティアに参加できる，そうい

う人でやっているんですが，仕事がフルになってなかな

かボランティアに参加できないっていう人も，あの確か

に出てきています。ただでも20年間続いてるから，みん

なが楽しい活動だっていうのは，共有してるんだと思っ

てて，ボランティアずっと続けたいなっていう思いはず

っと変わらずにあるんだろうと思います。 

 

Ａ氏によると，子育ての始めの頃はボランティア活動に参

加できていたが，子どもが大きくなりフルタイム勤務になる

と，なかなか参加できなくなる人が出てきている。このこと
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から，ボランティア活動の継続要因として，参加しやすい職

場環境と家庭環境が重要であることがわかる。 

 

4-1-5 Ａ氏の継続要因⑤：一緒に楽しめるボランティアグル

ープの雰囲気 

ボランティア活動を 20年以上続けていく中で，常に順風満

帆に活動できてきたわけではないと考える。そこで，活動の

中での葛藤について尋ねた。  

 

＊：どこかで葛藤ってなかったですか。（中略） 

Ａ：ボランティア活動については，なかった。ボランティ

アに来ると，気持ちが安らぐっていう，月に，週に土曜

日，土曜日が研修のっていうか，みんなが集まってくる

パターンだったのよね，一週間に一回。なんかここへ来

ると，なんか仕事のことも家族のことも何も忘れて，み

んなその上下関係もなく，絵本とかお話とかを一緒に楽

しむと，そういうメンバーだったから，そこへ行くとほ

っとするっていう感じはあったかな。 

ただ最近少し，いろんな風が吹いてきて，メンバー

も少し変わってきて，ちょっとそういう風があの，薄

くなってきたなっていうのは，他の人達とも話をして，

私たちが 20 年続けてきたのはそういうものがあったか

ら来れたんだよなぁって，ちょっと原点に戻って，そ

の雰囲気大事にしたいよなーって，技とか，ねばなら

ないに入ってしまうとしんどいなーってついこの間も

話しました。 

 

 20 年続ける中で，葛藤というものはなかったと言う。それ

はＡ氏にとって，上下関係なく一緒に絵本を楽しむことがで

きる，ほっとするメンバーだったからこそであり，その雰囲

気を大事にしていきたいと語っている。このことから，ボラ

ンティア活動を継続して行うためにはボランティアグループ

の雰囲気も重要であることがわかる。 

 

4-1-6 Ａ氏の継続要因に関するまとめ 

以上より，Ａ氏の読み聞かせボランティアの継続要因につ

いて，①心の拠り所となった絵本，②楽しみにしてくれる子

どもたちと絵本を味わう時間，③地域での社会貢献による自

己肯定感，④フレキシブルな職場環境や応援してくれる家族

の存在，⑤一緒に楽しめるボランティアグループの雰囲気が

あることがわかった。 

安達 11）は，絵本の読み聞かせも含めた読書ボランティアに

ついて，「なにより活動は，(1)楽しく生きがいを感じるもの

であること。(2)良き仲間に恵まれること。(3)無理がないこ

と。この三点がボランティア活動を支え長続きさせる要因で

はないかと思います」と述べている。(1)については，Ａ氏の

継続要因①の「心の拠り所となった絵本」，②「楽しみにして

くれる子どもたちと絵本を味わう時間」，③「地域での社会貢

献による自己肯定感」，(2)については，継続要因⑤「一緒に

楽しめるボランティアグループの雰囲気」，(3)については継

続要因④「フレキシブルな職場環境や応援してくれる家族の

存在」が関連し，本研究のＡ氏の語りからも裏付けされたと

考える。 

(1)と継続要因①との関連について補足すると，絵本が心の

拠り所となるものであるとＡ氏自身が感じたからこそ，読み

聞かせを通して子どもたちに絵本を届けていくことを生きが

いと感じ，継続して絵本に携わっていくエネルギーへと繋が

っているのではないかと考える。 

 

4-2 Ａ氏の語りから見える読み聞かせボランティア活動の世

代継承性に関する課題 

本研究の二つ目の問いである読み聞かせボランティア活動

の世代継承性に関する課題について，Ａ氏の語りから，以下

に4点あげる。 

 

4-2-1 活動仲間との交流の減少 

 活動仲間との交流としては，グループ内の交流と，他のグ

ループとの交流がある。 

グループ内の交流については，Ａ氏のグループでは選書に

ついてメンバーで情報共有し，よかった絵本を取り上げたり

しているが，メンバーのスケジュールが合わず実施できない

日もあると語っている。 

他グループとの交流については，次のように語っている。 

 

＊：読み聞かせボランティア同士のネットワークはどのよ

うにつくられていますか？ 

Ａ：よかったなあと思うんだけど，私たちのグループも，

それぞれみんな仕事が忙しくなって，よそとつながるこ

とも難しくなったりとか，それから他のグループも高齢

化していったりとか，あの県民局の事務局が，その移動

した。県民局がなくなっちゃったんですね。あのなんか

私たちの地域にあった県民局は縮小してしまって，生涯

学習課とかいうのはもう，Ｔ市にはなくなっちゃったん

で，そういう事務局を引き受けてくれるところがいなく

なったというのは，なかなか，難しかったですね。ちょ

っと経ち切れちゃったんです。10年ぐらいで。だけど，

やっぱり，細々とでもやっていかなきゃなと思っている

ところです。 

＊：今ストップしているところということですね。 

Ａ：唯一，ブックスタートをその頃，ネットワークを作っ

た頃に市も取り組んでくれて始めたんです。いろんなボ

ランティアグループが，交代で月に 1回のブックスター

トを3か所くらいでやってるんかな。3，4か所。そうい

うブックスタートに取り組む，話し合いが年に 1回ある

のは，せめてものネットワークが存続してるかな。 

 

 広瀬（2019）によると，「子どもにとってよりよい本との出

あいを実現するために，自分にとっての学びを豊かにし経験
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交流を大切にしていくこと，（中略）ボランティア活動から学

んだ共有の問題を改善していくために，経験を共有すること。

こうした原則を確かめ合ったことがあります。これは今も，

これからも大切に守っていきたいことだと考えています」と，

子どもと本を結ぶ存在として，同じ活動をしている者同士の

交流は重要であることが示されている。 

Ａ氏のボランティアグループがあるＴ市でも，県民局の支

えによって，Ａ氏のボランティアを中心に読み聞かせボラン

ティアのネットワークが広がっていったが，行政の縮小やメ

ンバーの高齢化によって途絶えてしまっている。よりよい読

み聞かせ活動の実現に向けて，他グループとのネットワーク

を復活させる必要があるだろう。 

 

4-2-2 絵本を届ける立場であるボランティアとしての成長 

Ａ氏は，読み聞かせボランティアとしてトレーニングを行

うことが必要であると語っている。 

 

Ａ：やっぱり，それぞれのグループで味があっていいよね

でいいんだけれども，そこまでいくのに，ボランティア

っていうことで，誰もがとっつきやすいところもあるけ

れども，相手に対して届ける役なので，あの，やっぱり

こう学び合って，それなりの準備をしていかなきゃいけ

ないと思うんですね。（中略）あの絵本だから読めると

思っている人もあったり，紙芝居だからすぐできると思

って，子どもが喜んでくれると思ってるような人に出会

ったこともある。だから，やっぱりあのなめたらいけん

よ，って，それなりの準備とトレーニングは，自分自身

に対していかなきゃ，そしてそれをグループでできたら

いいと思うから，そういうグループで一緒に消化してい

って，自分たちのグループのレベルを上げていくことは，

ずっとしていかなきゃいけないと思うんです。 

 

 読み聞かせボランティア活動を行うためには，グループの

レベルを上げていくことが必要であると述べている。ボラン

ティアとして成長し続けていくことは，世代継承性における

課題でもあるだろう。 

 Ａ氏が考える成長のポイントとしては，「選書」と「読み手

としての心構え」があげられる。 

  

Ａ：大事にしてるのは，丁寧にその作者が作った言葉だと

か，語り継がれてきた言葉が文字になっているものを伝

えていく役をさせてもらってるから，あのあまりその，

何て言うんかな，自分の色を出したりとか，誇張したり

とか，それから心を大事にして心をのせて届けていくよ

うなことをしていかなきゃいけないなっていうのは思っ

ています。はい。絵本は読み手それぞれにそれぞれの味

があって楽しいから，上手下手の世界ではないような気

がします。届けるなりには責任を持って届けると言うか，

あの初めて開くようなことはしちゃいけないんだけれど

も，この本を届けたいなとか，このお話を届けたいなと

思ったら，あのそれを，その人なりのものを楽しめれる

ようにしたらいいなと思っています。 

 

Ａ氏によると，読み聞かせの技術というよりも，読み手が

届けたいと思う本を，自分なりに楽しめるようにしたら良い

と語っている。つまり，まずは読み手が届けたいと思う本を

選ぶことが大切である。 

また，Ａ氏が絵本を選ぶ時に意識していることとして次の

ように語っている。 

 

Ａ：本当に届けるって言うことは，まあせめて自分が納得

のいく，あの愛おしいとか楽しいとか，美しいとか，な

んかこう，自分がそれに価値を見たものを，届けなきゃ

いけないなって思っています。 

 

Ａ氏は絵本を選ぶ際，「本物を届けなければならない」とも

述べている。脇谷も選書について，「優れた作品は子どもの育

ちに良い働きをします。自身の本を選ぶ目を磨き，子どもた

ちに優れた読み物への橋をかけることを意識してください」

と述べ，「どの本を選ぶかは，上手に読むことよりも大切です。

（中略）子どもに適切に本を手渡すためには，子どもと子ど

もの本について十分な知識を持ち，子どもと本をつなぐ方法

をきちんと学んだ方がよいでしょう」と述べている。広瀬

（2019）も，ボランティア活動に伴う具体的な問題の一つと

して，「選書」に関する課題をあげている。 

笠井 12）によると，読み聞かせボランティアは，保育士や司

書に比べて，選書の視点が「個人的な好み・楽しさ」「子ども

への意識」「おすすめの作家・作品」など多次元にわたってお

り，視点を統合できない困難さが選書のプロセスを流動的な

ものにしていると述べられている。このことは，読み聞かせ

ボランティアにとって選書がいかに困難であるかを示してい

る。 

以上のことから，「選書」は読み聞かせボランティア活動に

とって重要かつ困難なものであるため，活動をよりよくする

ためには「選書」のトレーニングが必要であることが示唆さ

れた。 

 次に「読み手としての心構え」について，Ａ氏は次のよう

に述べている。 

 

Ａ：丁寧に届けることを私はしないといけないと思うって

いうか，それがまずとても大事な良い出会いのポイント

だろうと思うんです。 

だから，絵本が自分がどんだけ好きだからとか，自分

が前に出ると言うか，読み聞かせてあげるんじゃなくっ

て，聞いてもらうと言うか，あのそういう風な平等な立

場での活動だなあと最近思うんですね。だから，一緒に

聞き手と読み手と一緒に楽しんで一緒に作る世界だと思

うから，一方的にどっちかが強いとかいうことではない
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ような出会いにしていきたいなあと思ってる。（中略） 

いい絵本とも出会いたいし，その，なんていうんか

な，聞いてくれる人に対しても，謙虚にって言うか，

あの絵本の読み聞かせっていう言葉があんまり好きじ

ゃないけど，でもこれがまあ公用語のようなので使う

けど，読み語りとか読み合いとか色々言ってる，言葉

ね，それもいいなと思うんですけど，そういう絵本の

世界は他者と一緒に楽しむってことは，本当に一緒に

作るもんだと思うこと，ものすごく最近感じるんよね。

子どもに読んでやるんじゃなくって，子どもと一緒に

楽しむっていう感じ。 

で，そん時に絵本があるっていう感じ。その絵本も，

やっぱり作者なり，長年伝わってきた力を持ってるも

のだから，丁寧に扱わなきゃいけない，伝えていかな

きゃなと思ってます。 

 

Ａ氏は「読み聞かせ」という言葉をあまり好んで使ってい

ない。読み手が聞き手に絵本を読むという行為は，読み手が

一方的に聞き手に与えるものではなく，読み手と聞き手が一

緒に絵本の世界を楽しむことであるという，読み手の謙虚な

心構えが必要である。 

また，前出の「大事にしてるのは，丁寧にその作者が作っ

た言葉だとか，語り継がれてきた言葉が文字になっているも

のを伝えていく役をさせてもらってる」という語りにも見ら

れるが，Ａ氏は聞き手と一緒に絵本の世界を楽しむ中で，作

者の思いや，長年伝わってきた力を持っている絵本を，読み

手は丁寧に扱い，伝えていかなければならないと述べている。

絵本文化を伝えていくという読み手としての責務を，ボラン

ティア自身が認識しておく必要がある。 

以上のことから，読み聞かせボランティア活動を行うには

適切な選書と読み手としての心構えが重要であり，どんなに

長年続けているボランティアであっても，トレーニングが必

要であることがわかった。世代継承性において，よりよいボ

ランティア活動を求め続けるために，このことは次世代へと

引き継ぐべき，経験者の知見である。 

 

4-2-3 グループ内での経験値・知見統合の困難さ 

次の語りでは，読み聞かせに関する研修を受けてきたメン

バーが他のメンバーに教える中で，メンバー間で温度差が生

まれてしまったことについて述べられている。 

 

Ａ：そこでビシビシ叩かれて辛い思いして帰ってきた。で，

やっぱりそれなりのものを，自分たちは勉強してきてい

るから，それを私たちに教えてくれるんだけど，そのギ

ャップがあって，ついていけないし，（中略），そこまで

鍛えてもらわなくてもいいんだけどな，とかなんか思っ

ちゃう思いもあったり，あの今まではみんなでよいしょ

よいしょと言うか言いながら，あのやってきたのが私た

ちのグループの特徴なので，それは確かに見てたら生ぬ

るいかもしれないですが，そういうところの，あのこれ

じゃだめなんじゃないかなとか，そこの厳しいグループ

で習ったことをそのまま持って帰られると，あのちょっ

と消化不良も起こるし，どうかなっていうのが今正直あ

るんです。だから，やっぱり，みんなでやって行くのに，

我慢する方と，教えられる，教える方にならないように，

ここのグループではみんな一緒でやっぱりよさっていう

か，ずっと続いてきたのが楽しかったから，その楽しさ

を，もういっぺん大事に共有できるようなグループにし

て行きたいなーってちょっと声が出だしてきたように思

います。（中略）私も今話してて気が付いたんだけど，

なぜ新しい風が受けられないかと言うと，私達が否定さ

れるっていうところがあって，それがちょっと辛いんだ

ろうと思うんですね。 

 

 ボランティアグループの成長を目指すために，研修で得ら

れた知見をグループ内で共有することは決して悪いことはな

いが，他のメンバーに考えを押し付けてしまうと教えられる

側は否定された気分になり，温度差が生まれてしまう。グル

ープ内で，各メンバーの経験値や知見を統合することの難し

さが示唆されている。 

東京ボランティア・市民活動センターによる『ボラ市民ウ

ェブ』13）では，ボランティア活動の４原則が示されている。

①自分からすすんで行動する―「自主性・主体性」，②ともに

支え合い，学び合う―「社会性・連帯性」，③見返りを求めな

い―「無償性・無給性」，④よりよい社会をつくる―「創造

性・開拓性・先駆性」である。 

 現在は，読み聞かせボランティアを対象とした研修も多く

開催されるようになっているが，研修を受けることは①「自

主性・主体性」に関わっており，他者に押し付けたり，まし

ては他者がやってきたことに対して否定をしたりしてしまう

と，他者の「自主性・主体性」が崩れてしまう恐れがある。

また，活動仲間との良い雰囲気，ともに学び合う「社会性・

連帯性」への配慮も必要である。 

 互いの経験値を押し付けではなく共有するという形で，グ

ループ全体での成長を目指すことが今後の課題であると言え

る。 

 

4-2-4 グループの継続や後継者育成における問題 

 Ａ氏が所属するボランティアグループが結成されてから，

およそ 20年が経つ。その時から一緒にやっている仲間もいる

が，もちろん辞めていったメンバーもいる。 

 

Ａ：途中で入ってきてくださって，短い時間にやめ，去っ

て行かれた方も結構あるんです。だから，思っていたの

と違うなって感じられたんだろうと思うし，自分の入っ

て来られる時に，その人なりのイメージがあって，絵本

に対する思いと，私たちはゆるいグループなので，そこ

らへんが波長が合わなかって，一緒にできなかった人た
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ちもいるんです。 

だけども私たちは基本を入ってくれる人は本当にウ

エルカムで，一緒にやって行こうっていうことは大事

にしていこうということは，みんな思ってるグループ

なんです。 

 

 グループで活動するにあたって，メンバー同士の性格だけ

でなくメンバーそれぞれの「読み聞かせボランティアに対す

るイメージ」や「絵本に対する思い」も重要であるというこ

とである。絵本に対する思いやボランティアグループに対す

る思いは人それぞれであり，異なる考えが受け入れられない

場合は辞めていくこともある。それは，4-1-5のＡ氏の継続要

因にもあった「一緒に楽しめるボランティアグループの雰囲

気」にも関係している。 

グループ継続のために，受け入れる側はこれまでの雰囲気

を残しながら，新しいボランティアの考えを取り入れていく

姿勢も必要かもしれないが，簡単なことではないだろう。 

 Ａ氏の所属するグループには現在，後継者がいない。その

ことについて以下のように語っている。 

 

Ａ：10 年ぐらいは突っ走って，それから 10 年ぐらいはそ

れぞれ仕事と両立がなかなか難しくって，ていう感じで，

かろうじて自分のグループの活動をやってきたんですけ

ど，振り返ったら後継者が，メンバーに入ってる人がい

ないんです。それから他のボランティアグループはもう

ずいぶん高齢化して，そこも後継者がなんかないような

状態で，ブックスタートも本当に高齢化してて，難しい

なあっていうのを感じだしたので，これはいけないと，

あのやっぱりあの育てていかなきゃいけない，新しいグ

ループも作っていかなきゃいけないなーって，私たちの

グループでも声が出だして，それで今ちょうど，私の住

んでるＴ市で，住民からの要望型で，なんかそういうの

支援してあげるよっていう取り組みをするらしいという

のが入ってきて，じゃあそういうことにも応募して，ち

ょっとそっちの活動も力を入れていこうというふうに言

っています。 

新しいボランティアを育てるための（中略），マニュ

アルのようなものできたら，それを購入して，みんなで

読むとか，そういうお金にも使えるわけですね。だから

資金ができたら，育てやすいなって。 

で絵本作家を呼んだりとか，よそのボランティアグル

ープ見学に行ったりとかするバス代に使うとか，資金が

なくてもやらなきゃいけないんだけど，資金があると，

よりやりやすいなということで，ちょうどそういう募集

があるので，そういうこともあって，募集もあって，私

たちは育ててなかったなーっていうような話と，フィッ

トしたんです。 

 

 Ａ氏が所属するボランティアグループだけでなく，他のグ

ループにも後継者がおらず，世代継承性について喫緊の課題

を抱えていることがうかがえる。この問題に対してＡ氏が所

属するグループでは，要望型での支援を受けられる制度の利

用を検討している。後継者育成へ向けて，メンバー集めや活

動に関する講習会を開くにも資金や場所等が必要になり，な

かなか進められていないグループも多いと考えられる。これ

については，複数のグループを対象としたさらなる調査が必

要であると考える。 

 最後にＡ氏は，これから読み聞かせボランティアを目指す

人に伝えたいこととして，以下のように語っている。 

 

Ａ：やっぱり子どもたちに一人で読むようになるには，読

んでもらう経験がないといけないので，その文化を届け

る大人の存在は，絶対に必要だなって，そういうボラン

ティアは役があるなと，家庭の親でも，家族でもいいん

ですけど，ほんと絵本は，その『だるまちゃんとてんぐ

ちゃん』でも思ったんだけど，素晴らしい人間が作り出

した絵本文化だなぁと思います。いろんなものがあるけ

れども，感動すると言うか，自分が好きになったものは，

自信持ったらいいかなーって，お話が好きだなぁとか，

絵本が楽しいなぁとか，子どもがすくすく大きくなって

ほしいなって思う人は，是非始めて欲しいなーって，こ

う呼びかけようと思っています。 

 

 子どもたちには絵本を読んでもらう経験が必要であるため，

それを届ける一つの役目を担っているボランティアの存在は

重要であると述べられている。ボランティアの高齢化が進む

中，新たな人材の確保へ向けて，世代継承性における課題改

善が求められる。 

 

5．まとめ 

本研究であげた二つの問いのうち，一つ目の読み聞かせボ

ランティアの継続要因については，①心の拠り所となった絵

本，②楽しみにしてくれる子どもたちと絵本を味わう時間，

③地域での社会貢献による自己肯定感，④フレキシブルな職

場環境や応援してくれる家族の存在，⑤一緒に楽しめるボラ

ンティアグループの雰囲気があることがわかった。これは，

1-3で田中らが子育てボランティア活動の継続理由として示し

た，「メンバー間の関係性」，「地域活動の意義」，「自分自身の

楽しみ」のいずれも一致する結果であった。また，田中らが

ボランティアグループの継続要因として示す「グループメン

バーが子どもに関する職業経験や社会的役割があること」，

「子どもが好きで，子育て支援ボランティアを通じて母親世

代と接点を持ち，地域で頼りにされる存在としてやりがいを

感じていること」，「ボランティア活動が地域の仲間と交流で

きる機会であり，さらには自分の可能な条件で無理なく参加

できること」についても，Ａ氏の継続要因と共通している。

本研究が注目する読み聞かせボランティアと，田中らが調査

した子育て支援ボランティアの目的は異なるが，両者の継続
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要因（理由）は共通している点が多いことがわかった。相違

点は，Ａ氏の継続要因の①心の拠り所となった絵本，②楽し

みにしてくれる子どもたちと絵本を味わう時間，そして，④

のうち，応援してくれる家族の存在であった。読み聞かせボ

ランティア活動ならではの継続要因について，ボランティア

経験者による語りの文脈と共に示すことができたことは，半

構造化インタビューによる成果であると考える。 

そして，二つ目の問いである読み聞かせボランティア活動

の世代継承性における課題は，①活動仲間との交流の減少，

②絵本を届ける立場であるボランティアとしての成長，③グ

ループ内での経験値・知見統合の困難さ，④グループの継続

や後継者育成における問題であることが明らかとなった。 

 読み聞かせボランティア活動の世代継承性に向けて，Ａ氏

のように長く継続している人々の継続理由を示し，読み聞か

せボランティアの魅力を発信していくことが必要であると思

われる。新しくボランティア活動を始める人々が，「良い仲間」

と呼べるようなボランティアグループに出会い，子どもと絵

本の世界を一緒に楽しむ体験をしていくなかで魅力を感じ，

波及的に広がっていくことを望む。 

 

6．今後の課題 

 今回は，読み聞かせボランティア活動の継続要因と世代継

承性における課題について，20 年以上ボランティア活動に携

わっているＡ氏のインタビューから考察を行った。質問者と

の対話の中で改めて経験や思いを振り返ることで語られた内

容も多く，貴重な知見を得られたと考える。しかし，グルー

プや地域によって事情は異なる。今後も研究を続け，特に，

絵本の読み聞かせボランティアにおける世代継承性がどのよ

うな要因をもっているかについて，調査を行っていきたいと

考える。 

 

注 

（注１）2007 年に全国生涯学習フェスティバルが県で開かれ

ることになり，それを成功させたいと，県の生涯学習課の人

たちが，ネットワークの中心になりそうな比較的年齢の若い

Ａ氏のグループに声をかけたことがきっかけである。 

（注２）4，5 年前から，おはなし会を実施していた図書館は

企業による運営へと変わり，買い物や観光に訪れた人々を対

象におはなし会を開催している。 
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